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本日の内容
枚方市

１ 専用水道、PFOS・PFOAとは

２ 専用水道への指導状況

３ 地下水水質調査、家庭用井戸への周知啓発
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専用水道とは
枚方市

• 水道法に規定された水道の一種
寄宿舎、社宅、療養所等における自家用の水道で
次のいずれかに該当するもの（除外規定あり）

(1)居住者101人以上に給水
(2)１日最大給水量20m3以上

• 設置の際に市長あてに確認申請し、施設基準に
適合している旨の確認を受ける必要あり

• 設置者には、次の項目が義務付け
① 水道技術管理者の任命
② 水質検査
③ 職員の健康診断（検便）
④ 施設の点検、清潔保持、給水の塩素消毒
⑤ 水質異常を把握した際の給水停止
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専用水道 井戸水ろ過給水プラント
（設置者による管理が必要になります）



枚方市内 専用水道設置数
枚方市

水源 設置数

井戸水のみ 1

井戸水・水道局供給水併用 16

水道局供給水のみ 16

合 計 33
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PFOS・PFOAについて
枚方市

• 人工的に作られた
「有機フッ素化合物」（PFAS）の一種

• 撥水性と撥油性を有し、かつて
泡消火剤、半導体、金属メッキなど
幅広い用途に使用

• 現在は、製造・輸入・使用が禁止

• 水溶性かつ不揮発性・難分解性

• 水道水、飲用井戸の暫定目標値 50ng/L

• 河川、地下水の暫定指針値 50ng/L
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＜PFOS＞
ペルフルオロオクタンスルホン酸

（Per Fluoro Octane Sulfonic acid）

＜PFOA＞
ペルフルオロオクタン酸

（Per Fluoro Octanoic Acid）



PFOS・PFOAの健康への影響
枚方市

• 動物実験では、肝臓の機能や仔動物の体重減少等に影響を及ぼすことが指摘さ
れている。

• 人においてはコレステロール値の上昇、発がん、免疫系等との関連が報告されて
いるが、現時点では、どの程度の量が身体に入ると影響が出るのかについては
十分な知見はない状況。

• 内閣府食品安全委員会が食品健康影響評価を実施（令和６年6月公表）

PFOS・PFOAそれぞれ耐容一日摂取量（TDI） 20ng/kg体重/日を設定

現時点の情報は不足しているものの、通常の一般的な国民の食生活（飲水を
含む）から食品を通じて摂取される程度のPFOS及びPFOAによっては、
著しい健康影響が生じる状況にはない。
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専用水道PFOS・PFOA調査
枚方市

• 令和６年５月
国土交通省・環境省から
「水道におけるPFOS 及び PFOA に関する調査について」通知
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• 保健所から市内の井戸水を水源とする専用水道１７施設に対し、
PFOS・PFOAの濃度把握を依頼



専用水道PFOS・PFOA調査結果
枚方市
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• 井戸水を水源とする専用水道 全１７施設から回答

• ４施設から暫定指針値超過の報告あり

施設 井戸原水 暫定指針値

A施設 74

50以下

B施設 70

C施設
59
65

D施設 126

(単位：ng/L)いずれも健康被害の報告なし



専用水道への指導
枚方市

保健所の指導
直ちに、暫定目標値超過判明した４施設に対し、次のとおり指導。
• 目標値超過した水を飲用しないこと。（B施設に対しても給水栓値
が目標値に近いことから一旦飲用を控えるよう指導。）

• 市水混合割合変更による希釈等の低減対策を講じること。
• 低減対策措置後水質検査により目標値以下を確認するまで、井水
処理水の供給を停止し、市水100%で給水すること。
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各施設の対応
• 直ちに井水処理水の供給を停止し、飲用水を全量市水等に切替え
• 活性炭、RO膜処理等による低減対策措置を行い、水質検査で目標
値以下を保健所が確認後、井水処理水の給水を再開

• 井水処理水の定期的な水質検査実施による水質確認



市内地下水PFOS・PFOA調査
枚方市

• 市域内に汚染が散在する可能性があったことから、
地下水の水質状況を把握するため、市環境部と連
携し、市内を約２km四方１７区域に区分し、 井戸
水（工業用含む）の水質調査を実施。

• １７区域中、１１区域で地下水の暫定指針値
(50ng/L)超過 65～290ng/L

• 市環境部において、暫定指針値超過地域の工場及
び事業場の調査を実施したが、原因となりうる工
場及び事業場は確認されなかった。

• 調査結果は令和７年３月１３日に公表
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新聞記事
枚方市
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家庭用井戸への周知啓発
枚方市

家庭用井戸は比較的浅く周辺環境の影響
を受けて汚染の恐れがあるため、これまで
も飲用には市水道水を利用するよう周知
啓発を行ってきた。

今回改めて次のとおり注意喚起を行った。
• 把握している井戸所有者（災害時協力
井戸等）に対し、訪問・郵送

• 全校区コミュニティ協議会を通じて回覧
• 市広報誌
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（参考）枚方市水道水のPFOS・PFOA測定結果
枚方市

• 枚方市上下水道局で、３カ月ごとに、
枚方市水道水のPFOS・PFOAの
水質検査を実施。

• 直近の令和７年５月の測定結果
7ng/L

• これまでの測定結果も、暫定目標値
(50ng/L)を十分下回っている状況
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今後の対応
枚方市

令和8年4月より、PFOS・PFOAが水質基準化される。

保健所の対応
• 水道局供給水のみを水源とする専用水道についても、水質検査が義務付けられ

ることから、検査計画等について、適切に準備を行うよう指導啓発を行う。

• 目標値超過専用水道については、今後も水質基準が遵守されるよう継続して監
視指導を実施する。

• 家庭用井戸については、継続して飲用を控える周知啓発を行う。
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PFOS及びPFOAの合計値 50ng/L以下

体重50ｋｇの人が水を一生涯にわたって毎日２リットル飲用したとしても、
人の健康に悪影響が生じないと考えられる水準を基に設定



難病患者さんへの災害時支援の
取り組みについて

枚方市保健所 保健予防課（難病係）



災害時要援護者リスト

（R７.７ 月時点）

１

A区分（優先度高） B区分（優先度中） その他

概ね１日中人工呼吸器を
装着している患者（児）

気管切開をし、吸引が必
要な患者（児） A・B区分以外

まるっとこどもセンター
（小児）
18人

６名 13名 １名

保健予防課
（難病）
33人

１５名 １０名 ８名

常時、電源を必要とする人工呼吸器の使用者や、気管切開を行い痰吸引を必
要とする患者（児）の災害時支援のために、保健予防課とまるっとこどもセンターで
管理しているリストです。



災害時個別支援計画の作成２

災害時要援護者リストの登録者に対し、訪問看護ス
テーションと連携し、「災害時個別支援計画」を作成
している。

◆災害時個別支援計画では・・・・
・自宅のハザードマップ
・立退き避難が必要な際の避難先や避難手段
・安否確認を行う機関
・医薬材料等の備え
・電源確保の状況 ・・・などを検討・共有

◆災害訓練も行っています!
・非常用電源の医療機器への切り替え
・足踏み吸引器の体験
・訪問看護師による蘇生バッグ手技の指導 など



実際の災害時支援①３

Ns

Ns

CM

家族

HH

PHN

足踏み式吸引器の練習患者宅に集まり、災害時対応について
検討している場面



実際の災害時支援②３

ガスボンベ式簡易発電機の使用の練習 エクスハロメーターを使用し、アンビューバックの練習



実際の災害時支援③３

【令和６年度の取り組み課題】

マンション２階以上に居住する人工呼吸器使用者について、⾧時間の停

電等、立退き避難が必要な時、どこに、どうやって、誰が搬送する？

マンション２階以上に居住する人工呼吸器使用
者等について、エレベーターが使用できない場
合に、安全に搬送するための訓練が必要！



実際の災害時支援④３

人工呼吸器使用者を簡易担架で搬送 階段での搬送訓練

令和６年度 災害時支援スキルアップ研修
～枚方寝屋川消防組合の指導による搬送練習～



実際の災害時支援⑤３

■患者:筋萎縮性側索硬化症（ALS） 40代男性

■医療処置:気管切開 24時間人工呼吸器使用 吸引 胃ろう

■生活環境:
マンション2階に妻と２人暮らし
訪問介護や訪問看護、訪問入浴など訪問系のサービスを利用
しており、外出は少ない。

■電源確保の状況
人工呼吸器 内部バッテリー 7.5時間

外部バッテリー 15時間 合計22.5時間
吸引器 内部バッテリー 40分
蓄電池なし 発電機なし

マンションの階段



実際の災害時支援⑥３

看護師

妻 ヘルパー

■患者:身⾧167㎝ 体重65㎏

■人工呼吸器の重さ:5.8㎏

■搬送者:４人
うち１人は人工呼吸器を持つ

保健師



「搬送中は喉の締め付けや窮屈さはなかった」

「揺れたが胸のベルトと両手をズボンにしまいホールドされて安心感があった」
患者

「搬送訓練をしたことで、必要人員やどのように運び出すかがイメージができた」

「他のケースでも、搬送訓練をする必要性があると感じた」

関係
機関

家族
「今回参加できなかった他のヘルパーにも、搬送訓練の動画を共有しておきます」

「今後、救護担架の購入も検討しようと思う」

実際の災害時支援⑦３

＜搬送訓練参加者の反応＞



まとめと課題４

●患者家族にとって最も身近な支援者である、訪問看護ステーショ
ンと連携した支援により、個別の患者の状況に合わせ、災害への
備えや災害時の対応について、検討・共有し、患者家族の安心
感と自助力を高めることに繋がっている。

●避難場所や手段の選択肢を増やすため、避難先となりうる
病院へのレスパイト入院の経験ができるよう支援する。

●自宅避難ができるだけ継続できるよう、非常電源の確保について
啓発するとともに、地域の充電体制の構築をすすめる。


